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新年のご挨拶

別紙

この広報紙は共同募金の配分金を受けています。

　シニアのみなさまの生きがいづくり、仲間づくり、地域づくり等を目的とする自主的な事業
の企画・運営や地域関係機関との連携に関する実践的な講座を行うことで、地域活動を自ら
考え、主体的に担う人材を養成します。

　ラジオ放送を通して、県内外の著名な方々の興味深いお話を聴く講座です。
心の持ち方や人生論など、これからのライフスタイルをより豊かなものにしていただける内容です。
受講生になると、１ヶ月分の講座内容を分かりやすくまとめたテキストが毎月ご自宅に届きます。

（テキスト代・郵送料月額400円）
　さあ、あなたも「いきいきセミナー」で、これからの生き方を一緒に学び、考えていきませんか？
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【問合せ先】地域福祉課　生きがい長寿グループ　☎0776-24-2433

開　催　日講　座　名 場　　　所

仲間と楽しく生き生きと趣味の活動をすすめている「チャレンジ
塾生」と自分の特技などで地域活動に取り組む「アクティブ・シニ
アが、日ごろの成果を展示・発表いたします。
ぜひ、この機会に躍動的なシニアの作品・公演から、湧き上がる

エネルギーを感じてください。

【申込先】地域福祉課　生きがい長寿グループ　☎0776-24-2433

【問合せ先】地域福祉課　生きがい長寿グループ　☎0776-24-2433

入場無
料

受講生
募集

受講生募集

入場無料

平成30年3月2日（金）～ 4日（日） 10：00～ 20：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は18：00まで）

ショッピングシティベル1階　イベント広場　北コート

◆作 品 展………絵画・写真・俳句・陶芸・
　　　　　　　　フラワーアレンジメント・洋裁等
◆音楽ステージ…オカリナや合唱＆アンサンブル
◆制作体験………グラスアート、タイルクラフト、
　　　　　　　　室内模型飛行機等

日　　時

会　　場

内　　容

県内在住のおおむね55歳以上の方で、地域活動の実施に意欲のある方。

福井大学　国際地域学部　講師　田中志敬 氏

【第1日目】 1月21日（日） 10：00～12：00　【第2日目】 1月28日（日） 10：00～12：00

【第3日目】 2月10日（土） 10：00～12：00　【第4日目】 2月17日（土） 10：00～12：00

福井県社会福祉センター　3階視聴覚室　（福井市光陽2-3-22）

対 象 者

講　　師

開 催 日

会　　場

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、本会事業の推進に多大なご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　今日、地域社会にあっては、複雑で多様な課題を抱える人々が増加しています。経済的
困窮や社会的孤立状態にある生活困窮者の増加や、深刻化する子どもの貧困、認知症高齢
者の増加等、いずれも取り組むべき大きな課題となっています。
　このような中、私たち福祉関係者が地域社会に果たすべき使命と役割をしっかりと認識
し行動していくことが大切であり、地域住民や関係機関・団体等と連携・協働し、それぞ
れの役割を果たしながら、共に支え合う地域づくりを進める必要があります。
　社会福祉法の改正に伴い社会福祉法人の責務があらためて問われる一方、財源確保など
福祉を取り巻く環境は厳しいものがありますが、本会としましては、今後とも、誰もが安
心して生活できる地域づくりの推進に取り組んでまいる所存でございますので、一層のご
支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

社会福祉法人  福井県社会福祉協議会
社会福祉法人  福井県共同募金会

会 長   清　川　  　忠

～おとなのためのあったらいいな実現塾～

♪♪ 　　　　　　 毎週日曜日　 6：30～ 7：00 放送
　　　　　　 毎週土曜日　17：15～ 17：45 再放送
　　【AM】 嶺北864kHz　　嶺南1557kHz
　　【FM】 嶺北94.6MHz　 嶺南93.6MHz

FBCラジオ



地
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祉
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共
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祉

特
集▄

社
会
福
祉
法
の
改
正
と
地
域
共
生
社
会

平
成
29
年
６
月
２
日
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
法

律
第
52
号
）（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
」

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
本
改
正
法
に
よ
り
、

社
会
福
祉
法
の
一
部
も
改
正
さ
れ
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
平
成
29
年
12
月
12
日
、
厚

生
労
働
省
か
ら
、「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く

市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整

備
に
関
す
る
指
針
」
が
告
示
さ
れ
、
あ
わ
せ

て
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域

福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
」
の
通
知
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
社
会
福
祉
法
改
正
の

経
緯
と
そ
の
内
容
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

▄
改
正
の
背
景

国
は
、
平
成
28
年
６
月
２
日
に
閣
議
決
定

し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
直
面
す
る

わ
が
国
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
、「
女
性
も

男
性
も
、
お
年
寄
り
も
若
者
も
、
一
度
失
敗

を
経
験
し
た
方
も
、
障
害
や
難
病
の
あ
る
方

も
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
地
域
で
、
あ
ら
ゆ

る
場
で
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
、
い
わ
ば
全

員
参
加
型
の
社
会
を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
と

し
て
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

▄
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は「
我
が
事・丸
ご
と
」

こ
れ
を
受
け
、
平
成
28
年
７
月
厚
生
労
働

省
に
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会

実
現
本
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
検

討
の
場
と
し
て
、「
地
域
に
お
け
る
住
民
主

体
の
課
題
解
決
力
強
化
・
相
談
支
援
体
制
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
（
以
下
「
地
域
力

強
化
検
討
会
」
と
い
う
。）
」
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

平
成
28
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
「
地
域
力

強
化
検
討
会
中
間
取
り
ま
と
め
で
は
、「
社

会
的
孤
立
」
や

「
制
度
の
は
ざ

間
」
か
ら
生
じ

る
生
活
課
題
の

深
刻
化
と
い
う

現
状
に
対
し

て
、
住
民
に

身
近
な
圏
域
で

の
住
民
の
主
体

的
な
課
題
解
決

力
の
強
化
（
他

人
事
を
「
我
が

事
」
に
）
と
行

政
・
専
門
職
に

よ
る
分
野
横
断

的
な
包
括
的
支

援
体
制
を
構
築

す
る
（
縦
割
り

か
ら「
丸
ご
と
」

へ
）
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
間
と

り
ま
と
め
の
内

容
を
踏
ま
え

て
、
翌
年
２
月

に
改
正
法
案
が

国
会
に
提
出
さ

れ
、
５
月
に
可

決
・
成
立
と
な

り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
９
月
に
は
最
終
と
り

ま
と
め
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚生労働省「地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制の在り方に関する検討会　最終とりまとめ」（H29.9）より

（
平
成
28
年
６
月
２
日
に
閣
議
決
定
）

（
地
域
共
生
社
会
の
実
現
）

子
供
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
全
て
の

人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共

に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地

域
共
生
社
会
」
を
実
現
す
る
。
こ
の
た
め
、

支
え
手
側
と
受
け
手
側
に
分
か
れ
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割

を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
分
ら
し

く
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

成
し
、
福
祉
な
ど
の
地
域
の
公
的
サ
ー
ビ

ス
と
協
働
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま

た
、
寄
附
文
化
を
醸
成
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携
や
民
間
資
金
の
活
用
を
図
る
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
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特
集▄

社
会
福
祉
法
改
正
の
内
容

改
正
法
に
よ
る
社
会
福
祉
法
の
主
な
改
正

内
容
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

❶
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地

域
福
祉
の
推
進
の
理
念
と
し
て
、
地
域
住

民
等
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

地
域
住
民
及
び
そ
の
世
帯
が
抱
え
る
様
々

な
分
野
に
わ
た
る
地
域
生
活
課
題
を
把
握

し
、
そ
の
解
決
に
資
す
る
支
援
を
行
う
関

係
機
関
と
の
連
携
等
に
よ
り
そ
の
解
決
を

図
る
旨
を
追
加
す
る
こ
と
。

（
社
会
福
祉
法
第
４
条
関
係
）

❷
市
町
村
は
、
地
域
住
民
等
及
び
地
域
生
活

課
題
の
解
決
に
資
す
る
支
援
を
行
う
関
係

機
関
の
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
の
相
互

の
協
力
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
地
域
生
活
課

題
の
解
決
に
資
す
る
支
援
が
包
括
的
に
提

供
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

（
社
会
福
祉
法
第
１
０
６
条
の
３
関
係
）

❸
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市

町
村
地
域
福
祉
計
画
及
び
都
道
府
県
地
域

福
祉
支
援
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
計
画
の
記
載
事

項
と
し
て
福
祉
に
関
し
共
通
し
て
取
り
組

む
べ
き
事
項
を
追
加
す
る
こ
と
。

（
社
会
福
祉
法
第
１
０
７
条
及
び
第
１
０
８
条
関
係
）

こ
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
も
と
づ
き
、
各

自
治
体
で
は
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
及

び
、
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
・
改
定

等
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
の
指
針
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
こ
の
度

発
出
さ
れ
た
告
示
と
通
知
に
な
り
ま
す
。

▄
指
針
の
ポ
イ
ン
ト

指
針
で
は
、「
住
民
に
身
近
な
圏
域
」
に

お
い
て
、
①
地
域
住
民
等
が
主
体
的
に
地
域

生
活
課
題
を
把
握
し
解
決
を
試
み
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
、
②
地
域
生
活
課

題
に
関
す

る
相
談
を

包
括
的
に

受
け
止
め

る
体
制
の

整
備
、
③

市
町
村
に

お
い
て
多

機
関
の
協

働
に
よ
る

包
括
的
な

相
談
支
援

体
制
の
構

築
の
３
つ

の
事
業
を

「
点
」
で

は
な
く
、

「
面
」
と

し
て
連
携

さ
せ
て
実

施
し
て
い

く
上
で
の

留
意
点
が

示
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に

通
知
で

は
、
策
定

が
努
力
義

務
と
な
っ

た
「
市
町

村
地
域
福

祉
計
画
」、

「
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」
に
盛
り

込
む
べ
き
事
項
と
、
福
祉
分
野
の
「
上
位
計

画
」
と
し
て
、
各
種
計
画
と
の
調
和
を
図
る

こ
と
や
行
政
内
の
部
局
を
横
断
し
て
取
組
む

こ
と
な
ど
、
策
定
の
体
制
や
過
程
に
つ
い
て

も
示
さ
れ
ま
し
た
。

▄
社
会
福
祉
協
議
会
の
今
後
の
取
組
み

今
回
の
改
正
に
よ
り
、「
地
域
福
祉
」
が
、

よ
り
政
策
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
身
近
な
地
域
で
住
民
が
主
体

的
に
関
わ
る
仕
掛
け
、
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
、
住
民
に
身

近
な
圏
域
で
相
談
を
「
丸
ご
と
」
受
け
止
め

る
体
制
や
市
町
域
で
の
「
総
合
相
談
・
生
活

支
援
」
体
制
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
、
自
治
体
へ
の
積
極
的
な
提

案
や
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
策
定
す
る
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
と

の
連
動
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
の
課
題
に
関

わ
る
に
は
、
希
薄
化
す
る
住
民
の
共
同
意
識

を
ど
う
再
構
築
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り 

ま
す
。

折
し
も
、
平
成
30
年
は
、
本
県
に
お
い
て

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
（
第
73
回
国
民

体
育
大
会
）
と
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会

（
第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
県
民

の
一
体
感
と
共
生
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
共
生
社
会
」
を
目

指
す
追
い
風
に
必
ず
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

厚生労働省「地域力強化検討会　中間とりまとめ」（H28.12）より
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社協トピックスT O P I C

福
井
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
新
た
な
枠
組
み
の
創
設

福
井
県
内
社
会
福
祉
法
人
連
携
事
業
推
進
協
議
会「
設
立
」

総
合
テ
ー
マ
「
笑
顔
の
花
咲
く
社
協
マ
ン
〜
私
た
ち
の
〝
や
る
気
・
元
気
〞
を
育
も
う
〜
」

「
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
市
区
町
村
社
協
職
員
研
究
集
会
」
を
開
催

　

去
る
11
月
21
日
〜

22
日
の
2
日
間
、「
平

成
29
年
度
東
海
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
市
区
町
村

社
協
職
員
研
究
集
会
」

が
本
県
で
開
催
さ
れ
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
市
区

町
村
社
協
職
員
等
、

約
１
２
０
名
が
あ
わ
ら
市
に
集
い
ま
し
た
。

【
研
究
集
会
の
ね
ら
い
】

　

研
究
集
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
昨
年
10

月
に
17
市
町
社
協
の
職
員
代
表
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
１
年
が
か

り
で
企
画
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、「
組
織
内
で
の
連
携

が
不
十
分
」、「
社
協
職
員
に
元
気
が
な
い
」

と
い
う
意
見
が
出
た
た
め
、
本
研
究
集
会

で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
集
会
と
は
趣
を
変

え
、『
社
協
職
員
と
し
て
の
原
点
を
考
え
よ

う
』
と
い
う
こ
と
で
総
合
テ
ー
マ
と
そ
れ

に
連
動
す
る
形
で
「
社
協
マ
ン
と
し
て
の

私
」
や
「
私
た
ち
の
組
織
・
地
域
」
を
考

え
る
４
つ
の
分
科
会
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま

し
た
。

【
基
調
講
演
】

　

今
回
の
研
究
集
会
で
は
合
同
会
社
Ｈ
ａ

ｐ
ｐ
ｙ 

Ｊ
ｏ
ｙ
代
表
の
幸
喜
穂
乃
氏
を
お

迎
え
し
、「
笑
顔
の
種
探
し
～
私
が
輝
け

ば
、
人
も
輝
く
」
と
題
し
、
社
協
マ
ン
に
求

め
ら
れ
る
チ
カ
ラ
に
つ
い
て
や
ワ
ー
ク
を

交
え
た
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幸
喜
氏
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
強
み
を
発

揮
し
、
そ
れ
が
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
で

組
織
が
活
性
化
し
て
い
く
。」
こ
と
を
参
加

者
に
伝
え
、
研
究
集
会
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加

者
は
各
分
科
会
に

分
か
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

【
第
１
分
科
会
】

「
笑
顔
の
花
の
種
を
見
つ
け
よ
う
！

～
個
別
支
援
と
地
域
支
援
を
本
音
で
ひ
も
解
こ
う
～
」

講
師
：（
特
非
）明
日
育

　

長
井
一
浩
氏

　

個
別
支
援
と
地
域
支

援
が
融
合
・
連
携
す
る

こ
と
で
よ
り
よ
い
実
践

が
で
き
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
（
他
職

種
）
と
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

【
第
２
分
科
会
】

「
伝
え
る
力
が
身
に
つ
け
ば
、

も
っ
と
一
緒
に
動
き
た
く
な
る

～
伝
え
合
う
コ
ツ
ヒ
ン
ト
は
住
民
と
し
て
の
自
分
～
」

講
師
：
ハ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス　

森　

一
貴
氏

「
伝
わ
る
」
と
は
、
相

手
が
理
解
し
、
納
得

し
、
行
動
す
る
こ
と
で

あ
る
。「
伝
わ
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

「
行
動
し
て
も
ら
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
を
意
識
的
に
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

【
第
３
分
科
会
】

「
身
近
に
あ
る
『
評
価
』
を
ひ
も
解
く

～
社
協
マ
ン
と
し
て
笑
顔
で
歩
む
た
め
に
～
」

講
師
：H

appy Joy　

幸
喜
穂
乃
氏

　

自
分
と
他
者
で
は

「
評
価
」
そ
の
も
の
の

基
準
が
違
う
。
組
織
内

の
合
意
形
成
が
で
き
な

い
と
、
誰
も
が
納
得
で
き
る
評
価
基
準
と

具
体
的
な
指
標
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
た
。

【
第
４
分
科
会
】

「
ひ
ら
め
き
か
ら
創
造
す
る

新
た
な
支
え
合
い
の
カ
タ
チ
」

講
師
：
福
井
大
学
准
教
授　

菊
池
吉
信
氏

　
　
美
浜
町
社
協
事
務
局
長　

宮
下　

直
氏

　

全
く
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す

こ
と
は
難
し
い
が
、
視

点
を
変
え
少
し
変
化
さ

せ
た
り
重
ね
た
り
、
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新

た
な
形
が
生
ま
れ
て
い
く

こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

【
全
体
会
】

　

２
日
間
を
締
め
く
く
る
全
体
会
は
、
各

分
科
会
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
た
ポ
ス
タ
ー

で
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
２
日
間
で
自
分
自
身
が
得
た

も
の
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、
社
協

マ
ン
と
し
て
の
「
自
身
の
決
意
」
を
表
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
幸
喜
氏
の
総
括
講
演
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
向
き
合
い
続
け
る
社
協

マ
ン
へ
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
研
究
集

会
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

幸喜氏による基調講演
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社協トピックスT O P I C

福
井
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
新
た
な
枠
組
み
の
創
設

福
井
県
内
社
会
福
祉
法
人
連
携
事
業
推
進
協
議
会「
設
立
」

総
合
テ
ー
マ
「
笑
顔
の
花
咲
く
社
協
マ
ン
〜
私
た
ち
の
〝
や
る
気
・
元
気
〞
を
育
も
う
〜
」

「
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
市
区
町
村
社
協
職
員
研
究
集
会
」
を
開
催

　

平
成
29
年
11
月
29
日
㈬
、
福
井
県
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
福
井
県
内
社
会

福
祉
法
人
連
携
事
業
推
進
協
議
会 

設
立
総

会
」
が
行
わ
れ
、
会
則
の
制
定
、
役
員
選

任
お
よ
び
事
業
計
画
・
予
算
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
24
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
個
々

の
責
務
と
し
て
求
め
ら
れ
る
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
を
、
県
内
の
複
数

の
法
人
が
連
携
・
協
働
し
、
県
民
が
抱
え

る
生
活
や
福
祉
的
課
題
に
対
応
す
る
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
法
人
の
使
命
や
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
こ
こ
数

年
来
の
社
会
福
祉
法
人
改
革
の
議
論
の
渦

中
に
あ
っ
て
、
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者

協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
設
協
議

会
６
団
体
が
協
議
を
重
ね
た
末
、
事
業
の

種
別
や
規
模
を
超
え
、
す
べ
て
の
社
会
福

祉
法
人
が
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、
こ
の
形
態
が
提
起
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
、
複
数
の
府
県

で
先
行
し
て
い
ま
す
が
、
本
県
の
場
合
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
、
個
々
の
法
人
の
取
組
を
後

押
し
す
る
た
め
の
組
織
（
協
議
会
）
を
新

た
に
創
設
す
る
と
い
う
も
の
で
、
全
国
初

の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

設
立
に
あ
た
り
、
当
初
か
ら
参
画
し
た
の

は
35
法
人
（
県
内
の
法
人
数 

約
２
０
０
法

人
中
）
で
す
が
、
今
後
、
新
た
な
加
入
を

促
進
し
、
連
携
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
で
、
法
人
の
支
援
力
強
化
と
と
も
に
社

会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
の
県
民
へ
の
理
解

浸
透
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
協
議
会
で
は
、
ま
ず
今
日
的

な
課
題
と
し
て
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
生

活
困
難
者
に
対
す
る
総
合
相
談
・
生
活
支

援
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

協
議
会
に
加
入
す
る
一
法
人
と
し
て
、
ま

た
、
事
務
局
と
し
て
協
議
会
活
動
を
支
え

て
い
き
ま
す
。

【
地
域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
】

　

設
立
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
開
催
し

た
「
地
域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
糸
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
岡
県
）
経
営
管

理
課
長
の
井
上
英
次
氏
を
お
招
き
し
、「
社

会
福
祉
法
人
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
の
実

際
と
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
岡
県
で
は
、
福
井
県
に
先
行
し
て
法

人
連
携
に
よ
り
生
活
困
難
者
の
支
援
を
行

う
「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
井
上
氏
は
そ
の
立

ち
上
げ
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
き
た
ご
経
験

を
も
と
に
、
ま
た
、
具
体
的
な
事
例
を
重

ね
る
現
場
の
実
践
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

法
人
連
携
に
よ
る
生
活
困
難
者
支
援
の
や

り
が
い
や
意
義
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

説
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
り
、「
こ
れ
か
ら
取
組
ん
で
い
く
事
業
に

関
し
て
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

【選任された役員の方々】（敬称略）
会　長　田原　　薫　　理事　荒木　博文　　監事　稲木　昭一
副会長　木間　幸生　　理事　塩野　　宏　　監事　三田村康行
副会長　小川　弥仁　　理事　前川　　徹

あおい保育園
安居福祉会
あすなろ福祉会
足羽福祉会
いとよ保育園
越前町社会福祉協議会
大関保育園
大野福祉会
織田やすらぎ会
小浜市社会福祉協議会
海楽園
光道園

坂井福祉会
サンホーム
慈生会
慈豊会
清水新生会
聖徳園
白梅学園
親渉会
すいせんの里
太陽会
高浜町社会福祉協議会
虹の会

二州青松の郷
春江みどり保育園
日野会
福井県社会福祉協議会
ほのぼの苑
丸岡福祉会
美浜町社会福祉協議会
弥生福祉会
友愛会
悠善会
鷹山会

（35法人）

（H29.11.29設立時）※50音順
加入法人一覧

糸島市社会福祉協議会　井上英次氏
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アクティブ・シニアの人材登録  活動紹介!!

●アクティブ・シニア登録者の活用方法　～指導・発表の依頼～
　　出演・講師依頼については、次の2つの依頼方法があります。

●費　　　用　　アクティブ・シニアによる指導・発表等に関する経費は、すべて依頼者の負担と
　　　　　　　　なります。（例：会場使用料、材料費等）
●登録者情報　　本会ホームページ（http://www.sukoyaka.f-shakyo.or.jp）または
　　　　　　　　地域福祉課　生きがい長寿グループ（☎0776-24-2433）までお問合せください。

＼地域でのイベントにご活用ください／

長年にわたって培った豊富な経験・知識・技能を活かし、地域社会への貢献に意欲を持つ
個人・グループを「アクティブ・シニア」と位置づけ人材登録しています。
地域でのイベント等に、アクティブ・シニアの人材と経験をぜひご活用ください。

連絡先（住所・電話番号）が
掲載されている個人・団体の場合 直接連絡を取り、ご依頼いただけます。

連絡先が福井県社協になっている場合 福井県社協あてご依頼ください。
詳しい内容をご説明いたします。

❶

❷

　12月1日（金）～4日（月）に福井カルチャーセンターホールにて開催しました「第６回ふ
くいチャリティーアート展」にご来場いただき誠にありがとうございました。
　作品頒布による収益金は、本会が実施しています「子ども未来支援事業」の財源として
活用させていただきます。
　本アート展の開催にあたり、作品をご協賛いただきました県内外の先生方に心より感謝
申し上げます。

第6回ふくいチャリティーアート展第6回ふくいチャリティーアート展

　保育士の資格を有し、離職中または保育所等
での勤務経験のない方に対し、保育士としての
就職にあたっての準備資金を貸付けます。

　県内の保育所等で2年間従事すると、貸付金
の返還が全額免除されます。

※就職後3カ月以内に申請が必要です。

　介護職として一定の知識および経験を有する
離職中の方に対し、介護職員としての再就職に
あたっての準備資金を貸付けます。

　県内の介護事業所等で2年間従事すると、貸
付金の返還が全額免除されます。

※就職後３カ月以内に申請が必要です。

離職介護人材再就職準備金
福井県内で再就職する

介護職員さんを応援します！

貸付要件や申請方法などは、福井県社会福祉協議会ホームページをご覧いただくか、
下記までお問合せください。

地域福祉課　地域福祉グループ　☎0776-24-4987

貸付上限額　40万円
（1人1回限り）

無利子 貸付上限額　20万円
（1人1回限り）

無利子

保育士就職準備金
福井県内の保育所等へ就職する
保育士さんを応援します！

保育士・介護職員への就職準備金貸付のご案内

音楽の演奏披露 パソコン指導
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アクティブ・シニアの人材登録  活動紹介!!

●アクティブ・シニア登録者の活用方法　～指導・発表の依頼～
　　出演・講師依頼については、次の2つの依頼方法があります。

●費　　　用　　アクティブ・シニアによる指導・発表等に関する経費は、すべて依頼者の負担と
　　　　　　　　なります。（例：会場使用料、材料費等）
●登録者情報　　本会ホームページ（http://www.sukoyaka.f-shakyo.or.jp）または
　　　　　　　　地域福祉課　生きがい長寿グループ（☎0776-24-2433）までお問合せください。

＼地域でのイベントにご活用ください／

長年にわたって培った豊富な経験・知識・技能を活かし、地域社会への貢献に意欲を持つ
個人・グループを「アクティブ・シニア」と位置づけ人材登録しています。
地域でのイベント等に、アクティブ・シニアの人材と経験をぜひご活用ください。

連絡先（住所・電話番号）が
掲載されている個人・団体の場合 直接連絡を取り、ご依頼いただけます。

連絡先が福井県社協になっている場合 福井県社協あてご依頼ください。
詳しい内容をご説明いたします。

❶

❷

　12月1日（金）～4日（月）に福井カルチャーセンターホールにて開催しました「第６回ふ
くいチャリティーアート展」にご来場いただき誠にありがとうございました。
　作品頒布による収益金は、本会が実施しています「子ども未来支援事業」の財源として
活用させていただきます。
　本アート展の開催にあたり、作品をご協賛いただきました県内外の先生方に心より感謝
申し上げます。

第6回ふくいチャリティーアート展第6回ふくいチャリティーアート展

　保育士の資格を有し、離職中または保育所等
での勤務経験のない方に対し、保育士としての
就職にあたっての準備資金を貸付けます。

　県内の保育所等で2年間従事すると、貸付金
の返還が全額免除されます。

※就職後3カ月以内に申請が必要です。

　介護職として一定の知識および経験を有する
離職中の方に対し、介護職員としての再就職に
あたっての準備資金を貸付けます。

　県内の介護事業所等で2年間従事すると、貸
付金の返還が全額免除されます。

※就職後３カ月以内に申請が必要です。

離職介護人材再就職準備金
福井県内で再就職する

介護職員さんを応援します！

貸付要件や申請方法などは、福井県社会福祉協議会ホームページをご覧いただくか、
下記までお問合せください。

地域福祉課　地域福祉グループ　☎0776-24-4987

貸付上限額　40万円
（1人1回限り）

無利子 貸付上限額　20万円
（1人1回限り）

無利子

保育士就職準備金
福井県内の保育所等へ就職する
保育士さんを応援します！

保育士・介護職員への就職準備金貸付のご案内

音楽の演奏披露 パソコン指導

7 2018 January
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平成29年度福井県社会福祉協議会
　　　　　　　　　　会長表彰受賞者一覧

CONTENTS

社会
福祉

社会
福祉

社協TOPICS
◆東海北陸ブロック社協職員研究集会開催報告
◆法人連携推進協議会設立総会・
　　　　　　　　　　 　セミナー開催報告

新年のご挨拶

別紙

この広報紙は共同募金の配分金を受けています。

　シニアのみなさまの生きがいづくり、仲間づくり、地域づくり等を目的とする自主的な事業
の企画・運営や地域関係機関との連携に関する実践的な講座を行うことで、地域活動を自ら
考え、主体的に担う人材を養成します。

　ラジオ放送を通して、県内外の著名な方々の興味深いお話を聴く講座です。
心の持ち方や人生論など、これからのライフスタイルをより豊かなものにしていただける内容です。
受講生になると、１ヶ月分の講座内容を分かりやすくまとめたテキストが毎月ご自宅に届きます。

（テキスト代・郵送料月額400円）
　さあ、あなたも「いきいきセミナー」で、これからの生き方を一緒に学び、考えていきませんか？

1

【問合せ先】地域福祉課　生きがい長寿グループ　☎0776-24-2433

開　催　日講　座　名 場　　　所

仲間と楽しく生き生きと趣味の活動をすすめている「チャレンジ
塾生」と自分の特技などで地域活動に取り組む「アクティブ・シニ
アが、日ごろの成果を展示・発表いたします。
ぜひ、この機会に躍動的なシニアの作品・公演から、湧き上がる

エネルギーを感じてください。

【申込先】地域福祉課　生きがい長寿グループ　☎0776-24-2433

【問合せ先】地域福祉課　生きがい長寿グループ　☎0776-24-2433

入場無
料

受講生
募集

受講生募集

入場無料

平成30年3月2日（金）～ 4日（日） 10：00～ 20：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は18：00まで）

ショッピングシティベル1階　イベント広場　北コート

◆作 品 展………絵画・写真・俳句・陶芸・
　　　　　　　　フラワーアレンジメント・洋裁等
◆音楽ステージ…オカリナや合唱＆アンサンブル
◆制作体験………グラスアート、タイルクラフト、
　　　　　　　　室内模型飛行機等

日　　時

会　　場

内　　容

県内在住のおおむね55歳以上の方で、地域活動の実施に意欲のある方。

福井大学　国際地域学部　講師　田中志敬 氏

【第1日目】 1月21日（日） 10：00～12：00　【第2日目】 1月28日（日） 10：00～12：00

【第3日目】 2月10日（土） 10：00～12：00　【第4日目】 2月17日（土） 10：00～12：00

福井県社会福祉センター　3階視聴覚室　（福井市光陽2-3-22）

対 象 者

講　　師

開 催 日

会　　場

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、本会事業の推進に多大なご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　今日、地域社会にあっては、複雑で多様な課題を抱える人々が増加しています。経済的
困窮や社会的孤立状態にある生活困窮者の増加や、深刻化する子どもの貧困、認知症高齢
者の増加等、いずれも取り組むべき大きな課題となっています。
　このような中、私たち福祉関係者が地域社会に果たすべき使命と役割をしっかりと認識
し行動していくことが大切であり、地域住民や関係機関・団体等と連携・協働し、それぞ
れの役割を果たしながら、共に支え合う地域づくりを進める必要があります。
　社会福祉法の改正に伴い社会福祉法人の責務があらためて問われる一方、財源確保など
福祉を取り巻く環境は厳しいものがありますが、本会としましては、今後とも、誰もが安
心して生活できる地域づくりの推進に取り組んでまいる所存でございますので、一層のご
支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

社会福祉法人  福井県社会福祉協議会
社会福祉法人  福井県共同募金会

会 長   清　川　  　忠

～おとなのためのあったらいいな実現塾～

♪♪ 　　　　　　 毎週日曜日　 6：30～ 7：00 放送
　　　　　　 毎週土曜日　17：15～ 17：45 再放送
　　【AM】 嶺北864kHz　　嶺南1557kHz
　　【FM】 嶺北94.6MHz　 嶺南93.6MHz

FBCラジオ
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